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４月23日の「子ども読書の

日」を記念して、区内の３図

書館では、大型人形劇や本に

ちなんだ演奏会など、親子で

本の魅力に触れる催しが行わ

れます。春の日にゆっくりと

読書を楽しんでみませんか。

　※ ☆印は「子ども読書の日」

記念行事

休館日　毎週火曜、第２・４水曜

☆ おたのしみ会　４月21日（土）10:30～11:30　ぴよぴよ文庫

による大型人形劇など、23日（月）15:30～16:30　大石進先

生による絵本の読み聞かせ

○ おたのしみ会　５月12日（土）10:30～11:30

○おはなし会　～あかちゃんといっしょ～

５月17日（木）10:30～11:30

☆おたのしみ会　４月21日（土）11:00～11:30

上鳥羽小PTAによるエプロンシアターなど

☆おはなし会　４月22日（日）11:00～11:30

京都語り部の会によるおはなし

☆読書絵はがき展　４月14日（土）～23日（月）

☆久世中吹奏楽部によるミニコンサート

　４月21日（土）14:00～15:00

○おたのしみ会　５月19日（土）15:00～15:30

○ちいさなおはなし会　毎月曜11:00～11:30

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
681・３
５
７
３
）

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時

（
今
年
度
か
ら
終
了
時
間
を
30
分
繰
り
上
げ
）

○
５
月
14
日（
月
）　

元
東
和
小
学
校

○
５
月
17
日（
木
）　

元
山
王
小
学
校

集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

ゴ
キ
ブ
リ
に
先
制
攻
撃
！

区
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を

市
民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

タ
ー
会
議
」
を
南
区
役
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
読
者

の
視
点
か
ら
の
紙
面
の
充
実
を
目

指
し
、
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
。

23
年
度
の
活
動
を
締
め
く
く
る
こ

の
日
の
会
議
で
は
一
年
間
の
活
動

の
成
果
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

読
者
層
の
拡
大
に
向
け
た
工
夫
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
区
内
の
歴

史
や
活
発
な
地
域
活
動
の
紹
介
を

通
じ
て
、
関
心
を
高
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
、
区
民
と
区
役
所
を
つ
な

ぐ
か
け
橋
と
な
る
市
民
し
ん
ぶ
ん

の
充
実
に
向
け
、
今
後
も
連
携
す

３
月
８
日
、
「
平
成
23
年
度
第

２
回
市
民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版
モ
ニ

３
月
４
日
、
第
55
回
南
区
民
卓

球
大
会
が
久
世
中
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
各
学
区
か
ら
選
抜
さ

れ
た
96
人
が
参
加
。
応
援
に
駆
け

つ
け
た
皆
さ
ん
が
大
声
援
を
送
る

中
、
レ
ベ
ル
の
高
い
白
熱
し
た
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
総
合
で
は
久
世
体
振
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
（
写

真
）。

【
総
合
順
位
】

優　

勝　

久
世
体
振

準
優
勝　

唐
橋
体
振

第
三
位　

東
和
体
振

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

優　

勝　

桝
本
文
人
・

永
井
明
美
（
久
世
）

準
優
勝　

高
橋
行
光
・

青
島
房
子
（
唐
橋
）

第
三
位　

沢
辺　

勉
・

北
野
睦
美
（
唐
橋
）

【
個
人
】

男
子
一
部（
39
歳
以
下
）

優　

勝　

高
井　

健
（
南
大
内
）

準
優
勝　

桝
本
文
人
（
久
世
）

ゴ
キ
ブ
リ
は
数
の
少
な
い
今

の
時
期
に
駆
除
す
る
こ
と
で
、
夏

場
の
盛
ん
な
活
動
を
大
幅
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
効
果

的
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

○
清
潔
・
整
頓

ゴ
キ
ブ
リ
は
少
し
の
食
料
と

水
が
あ
れ
ば
、
長
期
間
生
存
し
ま

す
。
台
所
で
は
生
ご
み
を
こ
ま
め

に
処
分
す
る
な
ど
清
潔
に
し
、
残

飯
も
き
ち
ん
と
片
付
け
ま
し
ょ

う
。

３
月
６
日
、
南
区
循
環
型
社
会

推
進
会
議
に
よ
る
環
境
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
環
境
問
題
に
関
心
の

あ
る
64
名
が
参
加
し
、
大
阪
市
に

あ
る
「
南
港
発
電
所
」
と
「
大
阪

市
立
科
学
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

発
電
所
で
は
環
境
負
荷
の
少
な

い
天
然
ガ
ス
を
使
用
し
た
火
力
発

電
の
設
備
を
見
学
し
、
発
電
の
仕

組
み
を
学
習
。
続
い
て
訪
れ
た
科

学
館
で
は
大
気
汚
染
や
街
の
照
明

の
影
響
で
、
普
段
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
美
し
い
星
空
を
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
視
聴
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
日
々

の
生
活
で
省
エ
ネ
を
実
践
す
る
必

要
性
を
痛
感
し
た
」
と
い
っ
た
声

第
三
位　

河
野
俊
洋（
弘
道
）

男
子
二
部（
40
〜
54
歳
）

優　

勝　

上
倉
広
宣（
久
世
）

準
優
勝　

西
村
正
和（
久
世
）

第
三
位　

松
尾
孝
治（
唐
橋
）

男
子
三
部（
55
歳
以
上
）

優　

勝　

高
橋
行
光（
唐
橋
）

準
優
勝　

北
野
健
二（
久
世
）

第
三
位　

永
井　

徹（
久
世
）

女
子
一
部（
39
歳
以
下
）

優　

勝　

井
上
千
代（
久
世
）

準
優
勝　

谷
川
し
お
り
（
上
鳥
羽
）

第
三
位　

北
野
和
美（
東
和
）

女
子
二
部（
40
〜
54
歳
）

優　

勝　

上
倉
仲
代（
久
世
）

準
優
勝　

河
嵜
ひ
と
み
（
東
和
）

第
三
位　

永
井
明
美（
久
世
）

女
子
三
部（
55
歳
以
上
）

優　

勝　

北
野
睦
美（
唐
橋
）

準
優
勝　

青
島
房
子（
唐
橋
）

第
三
位　

富
田
静
惠（
南
大
内
）

（
敬
称
略
）

○
駆
除
方
法

殺
虫
剤

ス
プ
レ
ー
式
で
即
効
性
が
あ

り
、
直
接
噴
霧
の
ほ
か
、
糞
が
あ

る
と
こ
ろ
な
ど
生
息
場
所
へ
の
散

布
も
駆
除
に
つ
な
が
り
ま
す
。

く
ん
煙
剤

殺
虫
剤
を
煙
状
に
し
て
散
布

す
る
も
の
で
、
一
度
に
多
く
を
駆

除
す
る
の
に
向
い
て
い
ま
す
。

毒
餌餌

に
殺
虫
成
分
を
混
ぜ
た
も

の
で
、
生
息
場
所
に
設
置
す
る
と

駆
除
の
効
果
が
長
く
続
き
ま
す
。

が
あ
が
り
、
節
電
な
ど
を
通
し
て

環
境
負
荷
を
減
ら
す
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

南
区
循
環
型
社
会
推
進
会
議

で
は
今
後
も
環
境
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
月
11
日
、
南
区
自
治
連
合
会

に
よ
る
南
区
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

23
年
度
の
活
動
の
締
め
く
く

り
と
な
る
今
回
は
、
西
寺
公
園

(

唐
橋
学
区)

で
開
始
式
を
開
催
。

そ
の
後
、
ま
だ
肌
寒
さ
が
残
る

春
の
日
和
の
中
、
多
く
の
区
民
の

皆
さ
ん
が
ま
ち
を
よ
り
美
し
く
す

る
た
め
、
路
上
や
公
園
の
ご
み
拾

い
、
掃
き
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
集
め
ら
れ
た
約

11
ト
ン
の
ご
み
は
南
部
ま
ち
美
化

事
務
所
の
協
力
で
処
理
さ
れ
ま
し

た
。

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

南
区
民
卓
球
大
会

久
世
体
育
振
興
会
が

優
勝

よ
り
美
し
い
み
な
み

の
ま
ち
へ

南
区
一
斉
清
掃

最
新
鋭
の
火
力
発
電

所
な
ど
を
見
学
　

環
境
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施

ト
ラ
ッ
プ

粘
着
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
も

の
で
、
多
く
は
駆
除
で
き
ま
せ
ん

が
安
全
性
が
高
い
方
法
で
す
。

※
殺
虫
剤
等
は
注
意
書
き
を
よ
く

読
ん
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
＝
衛
生
課（
☎
681
・
３
５
７
８
）

す
こ
や
か
だ
よ
り

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
公
募
モ
ニ
タ
ー

　

◆　

武
本
美
代
子

　

◆　

土
佐
保
子

　

◆　

松
井
憲
昭

　

◆　

田
中
叡
峰

　

◆　

　

敏
夫

　

◆　

中
西
由
佳

　

◆　

田
公
二　
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
度
も
市
民
し
ん
ぶ
ん

南
区
版
の
モ
ニ
タ
ー
を
大
募
集
。

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件　

区
内
在
住
又
は
通

勤
・
通
学
の
18
歳
以
上

活
動
内
容　

①
毎
月
、
市
民
し
ん

ぶ
ん
南
区
版
へ
の
感
想
等
を
提

出
、
②
年
２
回
程
度
開
催
す
る
会

議
に
出
席
（
平
日
の
昼
間
開
催
、

子
ど
も
の
同
伴
可
、
謝
礼
有
）

募
集
人
数　

５
名
程
度（
選
考
有
）

任
期　

平
成
25
年
３
月
末
ま
で

応
募
方
法　

①
住
所
、
②
氏
名
、

③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥

通
勤
・
通
学
先
（
区
外
在
住
の
方

の
み
）、
⑦
電
話
番
号
、
⑧「
市
民

し
ん
ぶ
ん
南
区
版
」
へ
の
感
想
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
FAX 

で
地
域

力
推
進
室
へ
。

〒
601
・
８
５
１
１
（
住
所
記
載
不

要
）、
FAX 

671
・
９
６
５
３

申
込
締
切　

４
月
27
日（
金
）消
印

有
効

※
選
考
結
果
は
５
月
中
に
通
知

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

昨
年
11
月
か
ら
今
年
３
月
に
か
け
て
、
南
区
内
の

中
学
生
と
地
域
の
大
人
と
の
井
戸
端
会
議
「
ふ
れ
あ

い(

い
き
い
き)

ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
南
区
人
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員

会
と
区
内
の
市
立
中
学
校
が
連
携
し
、
地
域
住
民
の

方
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
平
成
14
年
度
か
ら
開
始
。

通
算
40
回
の
節
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
千
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
地
域
の
絆
や
熱
中
し
て
い
る
こ
と
、

「
消
防
記
念
日
」表
彰
式
を
開
催

３
月
４
日
、
平
成
24
年
「
消
防

記
念
日
」
表
彰
式
が
立
命
館
朱
雀

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
23
年
の
消
防
組

織
法
の
施
行
を
記
念
し
て
設
け
ら

れ
た
「
消
防
記
念
日
」
に
ち
な
み

毎
年
実
施
。
地
域
の
防
火
・
防
災

活
動
の
推
進
な
ど
に
尽
力
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。南

区
か
ら
は
５
名
、
11
団
体
、

５
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

《
市
長
表
彰
》

○
上
鳥
羽
学
区
自
主
防
災
会

○
吉
祥
院
学
区
西
大
路
ガ
ー
デ
ン

ハ
イ
ツ
自
主
防
災
部

○
久
世
学
区
中
久
世
町
自
主
防
災

部
○
社
団
法
人
京
都
府
農
協
会
館

○
株
式
会
社
堀
場
エ
ス
テ
ッ
ク

○
岡
輝
雄（
唐
橋
学
区
）

○
森
岡
梅
次（
上
鳥
羽
学
区
）

《
局
長
表
彰
》

○
祥
豊
学
区
自
主
防
災
会

○
梅
逕
学
区
九
条
町
自
主
防
災
部

○
東
梅
逕
学
区
石
橋
町
自
主
防
災

部
○
九
条
学
区
藤
ノ
木
町
第
一
自
主

防
災
部

○
弘
道
学
区
池
ノ
内
町
第
二
自
主

防
災
部

○
九
条
塔
南
学
区
大
国
町
第
一
自

主
防
災
部

○
南
大
内
学
区
内
田
町
中
自
主
防

災
部

○
東
和
学
区
松
田
町
東
部
自
主
防

災
部

○
株
式
会
社
近
鉄
ホ
テ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
新
・
都
ホ
テ
ル

○
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
デ
バ

イ
ス
社
プ
ロ
セ
ス
開
発
セ
ン

タ
ー

○
宗
教
法
人
倉
掛
神
社

○
東
和
男（
東
和
学
区
）

○
小
西
武
男（
久
世
学
区
）

○
山
田
健
次（
塔
南
学
区
）

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

問
＝
南
消
防
署

(

☎
681
・
０
７
１
１)

市では第三子以降と双子以上の出産を迎える

家庭を対象に、出産前後の家事や育児を援助す

るためのヘルパー派遣事業を実施しています。

内　容　 掃除、洗濯、炊事等の家事、保育及び
育児の補助

対　象　 第三子以降*又は双子以上の出産前後
の母親で、家事等をできる人が他にい

ない方　

　* 小学生以下の兄・姉が２人以上い

る場合に限定

期　間　 出産（予定）日の前後２箇月（双子以上
の出産の場合は出産後１年まで）

　※12月29日～１月３日を除く

時間帯　７：30～19：00
回　数　 １日１回、１回２時間以内、

上限16回（双子以上の出

産の場合は上限32回）

費　用　 １時間800円（生活保護世
帯及び市民税非課税世帯

は無料）

市内最大の下水処理施設で、藤の名所として親しまれている鳥羽水

環境保全センターの一般公開が今年も行われます。期間中は全長120

メートルに及ぶ色鮮やかな藤棚の回廊の観賞に加え、下水処理施設の

見学や利き水体験など多彩なイベントが目白押し。花と水に親しみな

がら春の一日を楽しんでみませんか。

時間　10:00～16:00
　　　（入場は15:30まで）

場所　 上下水道局鳥羽水環境
保全センター（南区上

鳥羽塔ノ森梅ノ木１）

　　　入場無料

【４月27日（金）・28日（土）】
◇藤棚のみ公開

【４月29日（日）・30日（月・祝）】
◇藤棚の公開

◇ 下水処理施設の見学、利き水体験、クイズラリーなどのイベントの

ほか、京都市水道創設100周年記念ブースを設置

交通　 市バス特18・43号系統「上鳥羽馬廻」下車、徒歩約10分（４月28日～
30日は京都駅八条口アバンティ北側から直通バス有。片道100円）

※駐車場に限りがあるため、市バスや直通バスをご利用ください。

問＝京都いつでもコール（☎661-3755）

南図書館　（東九条南山王町５-５）　☎691-6888

吉祥院図書館　（吉祥院池田町１）　☎681-1281

久世ふれあいセンター図書館　（久世築山町328）　☎931-0035

問・申＝支援課（☎681-3281）

第三子以降と双子以上の出産をサポート！

産前産後ヘルパー派遣事業を
ご活用ください

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間　
赤
十
字
活
動
に
あ
な
た
の
力
を

鳥羽水環境保全センターを一般公開
４月27日（金）～30日（月・祝）

家族で楽しくお出かけしませんか？

〜
人
間
を
救
う
の
は
、

人
間
だ
〜

日
本
赤
十
字
社
で
は
国
内
外

で
の
災
害
時
の
救
護
・
復
興
支
援

活
動
を
は
じ
め
、
医
療
・
血
液
事

業
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
強
化
な
ど
、
人
道
的
な
事
業
を

幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

５
月
は
特
に
「
赤
十
字
運
動
月

間
」
と
し
て
、
南
区
赤
十
字
奉
仕

団
を
中
心
に
活
動
資
金
（
社
資
）

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

将
来
の
夢
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
中
学

生
と
大
人
が
自
分
の
意
見
を
披
露
。
中
学
生
か
ら
は

「
大
人
か
ら
自
分
達
が
ど
う
見
え
て
い
る
の
か
よ
く

わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
人
か
ら
は
「
自
分
達
に
は
な
い
子
ど
も

の
柔
軟
な
発
想
に
気
付
か
さ
れ
た
」
と
い
う
声
が
あ

が
り
、
ト
ー
ク
を
通
じ
て
、
世
代
を
超
え
た
理
解
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い（
い
き
い
き
）ト
ー
ク
を
開
催

中
学
生
と
大
人
が
本
音
で
対
話

貸出中の本の予約や他館にある本の取り寄せもできます

ので、身近な図書館をぜひご利用ください。

南エコまちステーションでは牛乳パックを使ったエコ工作体験

をはじめ、分別・リサイクルなどについて楽しく学べる環境コー

ナーを会場内に設置。また、資源物の臨時回収も行います。

【回収する資源物】
乾電池、紙パック、古着類、CD、DVDなどの記憶媒体、携帯電話

などの小型家電 問＝南エコまちステーション（☎366-0188）

29日・30日は環境コーナーを設置　資源物の臨時回収にご協力を！

「子ども読書の日」記念行事などを実施

春うららか！

同時開催

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

区
民
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
！

八条中学校

九条中学校

陶化中学校

洛南中学校

久世中学校

今
月
の
ぶ
ら
り
散
策
は
休
載

し
ま
す
。
前
回
（
３
／
15
号
）

の
答
え
＝
特
殊
な
文
字
の
読

み
方
は
「
１　

サ
ム
ハ
ラ
」。

おたのしみ会の様子


